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　　人口の動き

一11月1日現在・一

男4，977（一3）

女5，058（一4）

計10，035（一7）
世帯数2，353（＋1）

　　（）前月比較
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11月の休日救急医

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
町
市
町

町
　
　
　
明

本
袋
土
神

（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

院
院
所
院

　
　
　
療

医
医
　
　
医

　
　
　
診

田
口
　
　
田

　
　
　
沢

池
山
水
富

日
日
　
日
日

F
D
2
　
3
Q
」

1
1
　
∩
∠
　
∩
∠
∩
∠

院　（川原町）

　12月上旬の予定

6日大島医

　
い
よ
い
よ
雪
の
季
節
到
来
で
す
。
十

一
月
八
日
に
は
早
々
と
初
雪
が
降
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
橘
小
学
校
の
文
化
祭
は
、
こ
の
一
日

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
教
室
に
は
児
童
の
絵
や
工
作
が
整
然

と
展
示
さ
れ
、
父
兄
た
ち
は
目
を
細
め

て
の
観
覧
で
す
．

　
音
楽
発
表
会
は
、
こ
の
日
を
目
ざ
し
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
練
習
を
し
て
い

た
た
め
、
す
ば
ら
し
い
合
唱
や
演
奏
ぷ

り
で
し
た
。

　
ま
た
、
不
用
品
販
売
で
は
、
学
区
の

皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
て
く
れ
た
ス
キ
ー
、

衣
服
、
せ
と
も
の
な
ど
多
種
多
様
で
し

た
が
、
飛
ぷ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
．
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行
政
の
合
理
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
効
率
化
を
推
進
の
た
め

▽
川
西
町
臨
時
行
財
政
調
査
会
条
例
　
　
　
▽
五
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
号
）

川
西
町
の
行
政
の
合
理
化
と
効
率
化

を
推
進
し
、
財
政
の
健
全
に
寄
与
す
る

緊
急
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
と
い

う
こ
と
で
こ
の
条
例
の
制
定
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
調
査
会
は
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、

川
西
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
調
査

と
施
策
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

　
委
員
は
、
町
議
会
の
議
員
と
学
識
経

験
を
有
す
る
人
の
中
か
ら
選
び
（
八
人

以
内
）
、
任
期
は
三
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
臨
時
行
財
政
調
査
会
の
会
長
、
委
員

の
日
額
を
決
め
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

三
千
五
百
円
、
三
千
三
百
円
で
す
。

　
こ
れ
も
臨
時
行
財
政
調
査
会
が
で
き

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
の

総
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
干
万

円
あ
っ
た
予
備
費
か
ら
七
十
八
万
二
千

円
を
臨
時
行
財
政
調
査
会
費
に
回
し
て

い
ま
す
。

魎
郵
便
貯
金
適
正
化
を

　
九
月
二
十
五
日
付
で
、
県
信
用
組
合

川
西
支
店
長
、
川
西
町
農
協
組
合
長
理

事
、
そ
れ
に
十
日
町
市
内
の
各
金
融
機

関
支
店
長
の
連
名
で
、
郵
便
貯
金
問
題

に
つ
い
て
の
陳
情
書
が
、
小
川
議
長
に

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
月
二
十
日
の

　
「
金
融
の
分
野
に
お
け
る
官
業
の
在
り

方
に
関
す
る
懇
談
会
」
の
報
告
書
に
そ

う
よ
う
陳
情
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
説
明
か
ら

　
　
臨
調
の
事
務
局
は
、
十
月
一
日
か

　
ら
設
け
て
い
ろ
い
ろ
調
査
を
し
て
い

　
る
。

　
　
十
一
月
一
日
か
ら
は
調
査
会
を
設

　
置
し
た
い
。

　
　
い
つ
の
時
代
で
も
そ
う
だ
が
、
健

　
全
財
政
を
至
上
命
令
と
し
て
行
財
政

　
の
運
営
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
　
景
気
が
停
滞
し
て
い
る
現
在
、
国
、

　
地
方
を
問
わ
ず
、
財
源
難
に
苦
慮
し

　
て
い
る
。
財
政
の
弾
力
性
を
失
っ
て

　
は
た
い
へ
ん
で
あ
る
。

　
　
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
、

　
第
二
臨
調
が
設
置
さ
れ
、
七
月
十
日

　
に
第
一
次
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
国
の
五
十
七
年
度
の
予
算
編
成
は
ど

　
う
な
る
か
注
目
さ
れ
る
。

　
　
九
月
二
十
四
日
か
ら
の
臨
時
国
会

　
で
は
、
行
革
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い

　
る
と
こ
ろ
だ
。

　
　
町
で
も
、
行
政
の
合
理
化
・
効
率

　
化
を
推
進
し
、
財
政
の
健
全
に
寄
与

　
す
る
緊
急
の
課
題
に
対
応
し
た
い
。

　
　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
調
査
会
に
諮
問

　
し
、
十
一
月
末
ま
で
に
、
五
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
町
長
の
提
案
理
由
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一一
ち

一
　
度
の
予
算
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
の

　
第
一
次
答
申
を
願
い
た
い
。

噂
　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
条
例
、
費

欝
弁
償
そ
れ
暴
つ
く
予
算
の
補

心
正
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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軸
毒
　
6

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

高
橋
克
義
（
小
千
谷
市
）
、
羽
鳥
仁

平
（
伊
友
）
、
刈
羽
郡
西
山
町
公
民

館
囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
－
田
戸
の

高
札
、
文
字
が
う
す
れ
た
の
で
墨
入

れ
の
願
い
ー
（
一
七
八
八
）
・
宗
門

人
別
五
人
組
帳
（
一
八
四
七
）
・
証

文
之
事
－
娘
を
嫁
に
や
る
も
不
義
あ

り
詫
び
証
文
ー
（
一
六
九
二
）
・
乍

恐
以
書
付
御
伺
奉
申
上
候
－
馬
市
高

札
当
堂
門
前
に
建
置
願
い
ー
（
一
八

一
九
）
・
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
ー

追
年
不
景
気
に
付
三
日
祭
礼
仰
付
の

願
い
ー
（
一
八
〇
一
）
・
御
尋
二
付

以
書
付
申
上
候
－
観
音
堂
、
長
徳
寺

の
由
来
1
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一
八
〇
一
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上
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仁
田
、
野
口
新
開
用
水
の
た
め
の

五
升
苗
堤
工
事
が
始
ま
っ
た
の
が
文

久
二
年
、
完
成
し
た
の
が
慶
応
三
年

で
あ
る
か
ら
足
か
け
六
年
か
か
り
、

開
田
の
ほ
う
は
そ
の
後
も
続
行
さ
れ

て
完
成
を
み
た
の
は
明
治
九
年
だ
か

ら
通
算
十
五
年
に
わ
た
る
大
工
事
で

あ
っ
た
。

　
五
升
苗
堤
が
着
工
さ
れ
て
か
ら
百

十
九
年
の
歳
月
が
流
れ
、
老
朽
の
き

ざ
し
が
著
し
い
の
で
、
今
年
か
ら
大

規
模
な
堤
体
改
修
工
事
開
始
が
決
ま

り
、
去
る
十
月
六
日
起
工
式
が
行
わ

れ
た
。

　
新
開
に
は
そ
れ
だ
け
余
分
の
用
水

が
い
る
。
当
時
、
新
開
の
も
く
ろ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
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”月2日に町長が諮問
11月2日に初会合

　
川
西
町
臨
時
行
財
政
調
査
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　
臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
た
臨
調
の
条

例
は
、
先
月
二
十
八
日
に
公
布
し
、
十

一
月
一
日
か
ら
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
長
は
十
一
月
一
日

付
で
別
記
の
八
人
の
方
々
を
委
員
に
任

命
し
て
い
ま
す
。

会
長
は
平
野
圭
二
氏

　
二
日
に
は
、
早
速
第
一
回
の
調
査
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
会
長
に
平
野
圭
二
氏
、
会
長
職
務
代

理
者
に
和
久
井
精
一
氏
が
決
ま
り
、
町

長
か
ら
諮
問
書
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
行
財
政
調
査
会

委
員

（
敬
称
略
）

　
議
会
議
員

平
野
圭
二
（
前
町
議
会
議
長
）

滋
野
一
郎
（
元
町
議
会
副
議
長
）

戸
田
専
治
（
翻
町
議
員
会
総
融
）

小
林
正
人
（
町
議
会
副
議
長
）

学
識
経
験
者

高
橋
友
義
（
翫
傭
手
務
町
麟
倣
）

和
久
井
精
一
（
元
町
議
会
議
長
）

星
名
仁
作
（
元
企
画
室
長
）

北
村
日
出
太
（
前
町
商
工
会
長
）

事
務
、
事
業
の

見
直
し
な
ど
を
諮
問

　
諮
問
は
、
川
西
町
行
政
の
合
理
化
、

効
率
化
を
推
進
し
、
財
政
の
再
建
に
関

す
る
緊
急
の
課
題
と
し
て
、
次
の
四
項

目
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
事
務
、
事
業
の
見
直
し

②
組
織
、
機
構
の
簡
素
合
理
化

③
職
員
定
数
の
削
減
と
給
与
の
適
正
化

④
五
十
七
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る
事

　
項
　
な
お
、
第
一
次
答
申
は
④
の
関
連
か

ら
、
十
一
月
末
日
ま
で
に
、
と
し
て
い

ま
す
。諮

問
事
項
の
検
討
に
入
る

　
こ
の
日
の
議
事
事
項
と
し
て
は
、
諮

問
事
項
の
総
合
的
検
討
、
調
査
会
の
運

営
方
針
と
答
申
の
あ
り
方
、
行
財
政
へ

の
反
映
の
あ
り
方
、
調
査
検
討
日
程
な

ど
が
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
臨
調
の
事
務
職
員

　
臨
調
事
務
局
は
、
十
月
一
日
に
設
置

さ
れ
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

局
長
須
藤
秀
雄
（
産
業
課
参
事
）

次
長
関
口
良
平
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

局
員
南
雲
直
秀
（
企
画
室
管
財
係
長
）

局
員
水
品
幸
一
（
企
画
室
企
画
係
長
）

局
員
大
平
剛
士
（
税
務
課
住
民
税
係
長
）

俺
が
始
ま
る
と
古
田
の
人
た
ち
か
ら
、

「
お
ら
の
か
け
水
に
不
足
を
き
た
す

よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し
て
く
れ
る

な
」
と
い
う
強
い
要
望
が
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
堤
を
つ
い
て

こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
文
久
二
年
九
月
付
の
文
書
に
は

　
　
　
　
　
　
せ
い
き
り

「
用
水
の
儀
は
堰
入
油
滝
穴
の
口
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
ん
ざ
わ

堤
溜
築
立
て
、
な
お
一
ケ
所
は
社
沢

出
口
よ
り
大
滝
三
右
衛
門
田
地
迄
…
」

と
あ
る
よ
う
に
仁
田
の
大
沢
の
二
か

所
に
堤
を
つ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
た

よ
う
で
、
こ
の
堰
入
油
滝
穴
の
口
と

い
う
の
が
い
ま
の
五
升
苗
堤
に
相
当

す
る
。
な
お
こ
の
文
書
に
は
「
堰
入

　
　
　
　
　
　
　
　
ば
く

と
社
沢
両
所
の
堤
は
莫
大
の
普
請
ゆ

え
、
ま
ず
社
沢
堤
一
ヶ
所
出
来
た
ら

開
田
致
す
べ
く
定
む
」
と
書
か
れ
て

い
る
と
お
り
堰
入
（
五
升
苗
堤
）
は
、

む
し
ろ
後
回
し
の
計
画
で
あ
っ
た
の

に
、
事
実
は
社
沢
の
堤
工
事
は
中
止

と
な
り
五
升
苗
堤
一
か
所
だ
け
の
造

築
で
終
わ
っ
た
と
い
う
経
緯
は
よ
く

分
か
ら
な
い
。
そ
の
後
、
役
人
の
見

分
指
導
と
村
方
の
相
談
で
計
画
を
煮

つ
め
最
終
計
画
書
を
文
久
二
年
十
月

付
で
川
浦
の
代
官
所
に
提
出
し
た
。

用
水
に
つ
，
い
て
こ
の
文
書
に
は
「
用

水
の
儀
は
堰
入
．
大
滝
両
所
水
溜
普

請
仕
り
雪
代
・
夕
立
・
古
田
残
水
を

以
て
湛
え
古
田
用
水
毛
頭
障
ら
ざ
る

様
仕
立
て
…
」
と
あ
り
、
や
は
り
堰

入
・
大
滝
（
社
沢
）
の
二
か
所
に
築

堤
す
る
と
い
う
こ
と
、
あ
く
ま
で
こ

の
堤
の
水
は
古
田
用
の
定
水
で
な
く
、

雪
代
（
雪
汁
の
こ
と
、
雪
解
け
水
）

夕
立
水
（
通
常
の
雨
水
で
な
く
、
夕

立
の
時
の
増
水
分
）
古
田
残
水
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
も
の
で
、
古
田
用
水
に
毛
頭
支
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
な
い
よ
う
に
す
る
と
言
い
切
っ
て

い
る
。
用
水
の
点
で
新
開
代
表
願
人

の
六
右
衛
門
や
市
郎
右
衛
門
た
ち
が

古
田
の
人
々
に
い
か
に
気
が
ね
を
し
、

神
経
を
使
っ
た
か
が
分
か
る
。
多
く

の
文
書
に
繰
り
返
し
こ
の
点
に
つ
い

て
の
記
述
が
載
っ
て
い
る
。

　
文
久
二
年
十
二
月
付
村
役
人
へ
差

し
出
し
た
文
書
に
も
「
用
水
の
儀
は

仁
田
沢
の
う
ち
堰
入
・
大
滝
両
所
に

て
用
水
溜
を
造
り
、
雪
代
夕
立
の
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い

水
を
引
き
入
れ
十
分
に
湛
え
堤
は
大

じ
ょ
う
ぷ

丈
夫
に
築
立
て
欠
崩
等
の
愁
こ
れ
な

き
よ
う
村
役
人
の
差
図
に
従
い
…
」

と
書
い
て
安
心
さ
せ
た
り
、
ま
た

「
古
田
定
水
は
庄
司
山
の
底
を
繰
穴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
掘
り
ぬ
き
通
水
し
、
古
田
用
水
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
さ
か
も
差
支
え
こ
れ
な
き
よ
う
取

り
計
ら
い
申
す
べ
く
…
」
と
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
古
田
用
の
定
水
は

　
　
か
み
　
　
　
　
　
　
　
き
よ

堤
の
上
か
ら
暗
渠
（
一
部
は
明
渠
）

で
定
水
穴
（
じ
ょ
う
せ
あ
な
）
に
向
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
わ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
廻
し
堀
」
の
工

事
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
廻
し
堀

は
五
升
苗
堤
の
大
き
な
特
色
の
一
つ

で
、
こ
の
ほ
か
堤
工
事
や
保
全
管
理

の
上
で
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
（
調
査
専
門
委
員
会
　
副
会
長
）
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ま
も
な
く
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
に
い
ち
ば
ん
望
ま
れ
る
こ
と
は
「
明
る
く

出
か
け
、
元
気
に
帰
っ
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
出
稼
ぎ
に
行
く
前
と
、
事
業
所
へ
つ
い
た
と
き
の
注
意
な
ど
を
掲

げ
て
み
ま
し
た
。

出
稼
ぎ
に
行
く
前
に

①
「
出
稼
労
働
者
手
帳
」
を
も
ら
う
こ

　
と安
定
所
か
役
場
で
必
ず
こ
の
「
手
帳
」

を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
身
分
証
明
と
な
り
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
も
役
に
立
つ
。

・
出
稼
援
護
相
談
所
に
泊
ま
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
就
労
前
に
健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
る
。

受
け
る
。

鴨堤

　OoO価毫

よ
う
。

・
自
分
の
行
く
事
業
所
名
、
住
所
、
仕

　
事
の
内
容
、
電
話
番
号
な
ど
を
書
い

　
て
渡
し
て
お
く
。

・
い
っ
し
ょ
に
行
く
仲
間
や
リ
ー
ダ
ー

　
の
名
前
も
知
ら
せ
て
お
く
。

・
送
金
方
法
も
打
ち
合
わ
せ
て
お
く
。

・
家
の
仕
事
、
子
供
の
養
育
な
ど
も
話

　
し
合
う
。

②
正
し
い
手
続
き
で
出
稼
ぎ
を

　
安
定
所
や
役
場
を
通
し
て
行
く
先
を

決
め
、
就
職
し
ま
し
ょ
う
。

・
労
働
条
件
な
ど
を
十
分
に
確
認
で
き
、

　
安
心
し
て
就
労
で
き
る
。

・
も
し
、
問
題
が
起
き
て
も
早
く
解
決

　
さ
れ
る
。

⑤
出
稼
ぎ
は
で
き
る
だ
け
グ
ル
ー
プ
で

　
気
心
の
知
れ
た
仲
間
が
い
っ
し
ょ
で

あ
れ
ば
よ
り
安
心
で
安
全
で
す
。

・
お
互
い
相
談
し
合
い
、
助
け
合
っ
て

　
い
け
る
。

・
仕
事
も
、
談
笑
も
、
家
へ
の
送
金
も
、

　
帰
郷
も
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
で
安
心

　
で
き
る
。

③
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る

　
な
ん
と
い
っ
て
も
健
康
が
第
一
で
す
。

自
分
の
体
の
状
態
を
よ
く
知
り
、
そ
れ

に
合
っ
た
仕
事
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
就
労
す
る
前
に
進
ん
で
健
康
診
断
を

■7－1

・
そ
の
結
果
、
万
一
異
常
の
あ
っ
た
場

合
に
は
家
族
と
相
談
し
、
医
師
の
指

示
に
従
う
。

・
体
に
合
っ
た
仕
事
、
ム
リ
の
な
い
事

業
所
を
選
ぶ
。

⑥
関
係
機
関
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く

　
自
分
の
行
く
事
業
所
の
あ
る
安
定
所
、

監
督
署
、
相
談
所
な
ど
を
忘
れ
ず
に
聞

き
ま
し
ょ
う
。

・
事
故
な
ど
の
起
き
た
と
き
相
談
に
の

　
り
、
解
決
し
て
く
れ
る
。

事
業
所
へ
つ
い
た
ら

④
留
守
家
族
の
不
安
を
な
く
す
る
こ
と

　
出
か
け
る
前
に
家
族
と
よ
く
話
し
合

い
、
安
心
し
て
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
、

送
り
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し

①
家
族
に
さ
っ
そ
く
連
絡
す
る

　
就
労
地
に
つ
い
た
ら
、
す
ぐ
家
族
へ

連
絡
し
、
安
心
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
リ
ー
ダ
ー
は
忘
れ
ず
に
安
定
所
や
役

　
場
の
出
稼
担
当
者
に
連
絡
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

「
き
～
ん
ー

1ね一ん

　
　
年
金
髄
度
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
算

　
わ
が
国
に
は
、
現
在
八
種
類
の
公

的
年
金
制
度
が
あ
り
、
そ
の
人
の
職

業
に
よ
っ
て
加
入
す
る
年
金
が
異
な

っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
会
社
や

工
場
に
勤
め
る
人
は
厚
生
年
金
保
険

に
、
船
舶
や
漁
船
の
乗
組
員
は
船
員

保
険
に
、
農
業
や
自
営
業
の
人
は
国

民
年
金
に
、
官
公
庁
に
勤
め
る
人
や

公
共
団
体
の
職
員
は
共
済
組
合
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
す
べ

て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に

加
入
す
る
国
民
皆
年
金
の
体
制
が
敷

か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
は
、
い
ず
れ

も
老
後
の
所
得
保
障
を
目
的
と
し
た

老
齢
年
金
ま
た
は
退
職
年
金
が
年
金

給
付
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
二
十
年
、
二
十
五
年
と
い
っ

た
長
期
間
そ
の
制
度
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
年
金
制
度

に
お
い
て
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
加
入
期
間
を
満

た
す
前
に
、
転
職
な
ど
に
よ
っ
て
他

の
年
金
制
度
の
加
入
者
と
な
っ
た
人

は
、
い
ず
れ
の
年
金
制
度
か
ら
も
老

齢
（
退
職
）
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
国
民
皆

弘
ー
〈
1
し

　
9

さ
れ
ま
す

の
動
萄
リ
レ

　
　
た
い
へ
ん
で
す

¢
ら
葬

、
閥

惚

年
金
制
度
は
名
ば
か
り
で
、
実
効
が

伴
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
の
加
入
期
間

を
合
算
し
て
一
定
の
加
入
期
間
が
あ

る
と
き
は
、
各
年
金
制
度
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
加
入
期
間
に
応
じ
た
通
算
老

齢
年
金
、
ま
た
は
通
算
退
職
年
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
後
の
所

得
を
保
障
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
通
算
年
金
制
度
で
す
。

　
通
算
さ
れ
る
年
金
制
度

①
厚
生
年
金
保
険
　
②
船
員
保
険

③
国
民
年
金
　
④
国
家
公
務
員
共
済

組
合
　
⑤
地
方
公
務
員
共
済
組
合

⑥
私
立
学
校
職
員
組
合
　
⑦
公
共
企

業
体
職
員
等
共
済
組
合
⑧
農
林
漁

業
団
体
職
員
共
済
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
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＼②
労
働
条
件
の
再
確
認
を
す
る

　
賃
金
．
労
働
時
間
・
残
業
な
ど
の
労

働
条
件
が
、
安
定
所
で
聞
い
た
こ
と
と

合
っ
て
い
る
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

・
も
し
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
安
定
所

　
な
ど
の
関
係
機
関
に
相
談
す
る
。

・
就
業
規
則
は
十
人
以
上
の
事
業
所
は

必
ず
作
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
内
容
を
働
く
人
に
知
ら
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

③
「
出
稼
労
働
者
手
帳
」
へ
の
記
入
を

　
忘
れ
な
い
こ
と
。

　
労
働
条
件
を
確
か
め
た
ら
「
出
稼
労

働
者
手
帳
」
に
書
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ

・
つ
。・

も
し
手
帳
が
な
い
場
合
で
も
「
雇
入

　
契
約
書
」
を
書
い
て
も
ら
う
よ
う
に

　
す
る
。

④
仕
事
上
の
注
意
や
き
ま
り
を
よ
く
聞

　
く
　
仕
事
の
注
意
や
事
業
所
の
き
ま
り

（
就
業
規
則
）
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
き

ち
ん
と
し
た
仕
事
と
生
活
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

県
知
事
表
彰
が
二
件

川
西
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協

議
会
へ
表
彰
状

　
川
西
町
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議

会
は
昭
和
四
十
一
年
に
設
立
さ
れ
、
以

来
十
五
年
間
、
地
域
の
方
々
の
食
生
活

改
善
や
知
識
の
向
上
の
た
め
活
動
し
て

　
　
　
　
鑛
難
馨
繍
．
講

　
　
　
　
　
灘
嚢
講

　
懸
難
懸
鰹
難
鐡
、

騨
鎌
鞭
鐵
灘
魏
灘
難

　
　
　
　
難
叢
肇
ー
麟
簸
磯
灘
ー
灘

　
　
　
　
難
鍵
纂
魏
肇
灘
鞭
繕
繍
雛
縣
　
鑛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵

“
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～先着順です～

農
ほ
現
讐
絢
農
益
磐

業委員会では、新潟県農業公

有の水田を安くあっせんして
す。

在約7h∂の土地が残っており、

仙田地区です。売買価格は10

たり平均4万円で、3．3㎡では

33円ほどになります。

・家でない方も50∂まとめて買

もらえば農地を取得できます

一度相談してみてください。

絡先　役場内農業委員会（智

3111、有線2133）

《イ勘ミきウ）r較）

き
ま
し
た
。
会
員
数
は
四
十
六
人
で
す
。

　
こ
の
一
筋
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
先

月
新
潟
市
で
行
わ
れ
た
健
康
づ
く
り
県

民
大
会
の
席
上
、
知
事
か
ら
表
彰
を
受

け
た
も
の
で
す
。

川
西
町
へ
献
血
功
績
の
感
謝
状

　
町
で
は
、
献
血
思
想
が
普
及
し
毎
年

献
血
の
実
績
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
で
は
、
四
百
五
十
六

人
の
目
標
に
対
し
、
六
百
五
十
一
人
も

の
方
々
か
ら
献
血
し
て
い
た
だ
き
、
達

成
率
は
一
四
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。
一
般
の
方
は
も
と
よ
り
、
各
事
業

所
や
川
西
高
校
か
ら
も
積
極
的
に
献
血

事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
積
極
的
な
協
力
に
対
し
、

町
へ
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
献
血
へ
の

理
解
と
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尽　
通
算
さ
れ
る
加
入
期
間

　
通
算
さ
れ
る
加
入
期
間
は
原
則
と

し
て
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

後
の
加
入
期
間
で
あ
っ
て
、
一
つ
の

年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
一
年
以
上

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

脱
退
一
時
金
を
受
け
た
期
間
は
除
か

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
の

対
象
と
さ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
妻
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
期
間
も
通
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
通
算
老
齢
年
金
の
受
給
要
件

①
国
民
年
金
と
他
の
公
的
年
金
の
場

合
は
二
十
五
年
以
上

②
国
民
年
金
の
期
間
が
な
い
場
合

（
例
え
ば
役
場
の
年
金
と
会
社
の
年
金
）

は
二
十
年
以
上

短縮された資格期間

③
他
の
公
的
年
金
加
入
者
の
妻
が
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
た
期
間
と
、

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
後
の
結

婚
期
間
で
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
期
間
が
二
十
五
年
以
上

　
な
お
、
こ
の
受
給
資
格
期
問
の

『
二
十
五
年
』
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
年
四
月
一
日
前
に
生
ま
れ
た
人
は

《
表
〉
の
よ
う
に
、
年
齢
に
応
じ
て

十
年
か
ら
二
十
四
年
あ
れ
ば
通
算
年

金
が
支
給
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
年
金
加
入
期
間
は
コ
マ
切

れ
だ
か
ら
と
あ
き
ら
め
な
い
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
を
『
年
金
手
帳
』

に
記
入
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
自
分
の
通
算
年
金
に
つ
い
て
疑
問

を
お
持
ち
の
方
は
、
年
金
係
（
有
線

一
二
三
二
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

生　年　月　日 必要　な
資格期間

大正5年4月1日以前 10年
大正6年4月1日まで 11年
大正7年4月1日まで 12年
大正8年4月1日まで 13年
大正9年4月1日まで 14年
大正10年4月1日まで 15年
大正11年4月1日まで 16年
大正12年4月1日まで 17年
大正13年4月1日まで 18年
大正14年4月1日まで 19年
大正15年4月1日まで 20年
昭和2年4月1日まで 21年
昭和3年4月1日まで 22年
昭和4年4月1日まで 23年
昭和5年4月1日まで 24年
昭和5年4月2日以後 25年
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不
順
な
天
候
に
よ
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

な
ど
の
稲
刈
り
は
さ
ん
ざ
ん
で
し
た
が
、

作
柄
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
十
月
十
五
日
現
在
の
魚
沼
の
作
況
指

数
は
九
七
の
や
や
不
良
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
こ

た
つ
の
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ

》
つ
。
　
天
気
が
悪
い
日
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

な
ど
で
洗
た
く
物
を
乾
か
す
お
宅
が
あ

り
ま
す
が
、
干
し
物
が
ス
ト
ー
ブ
の
上

に
落
ち
、
火
災
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
の
こ
と
。
ご
注
意
を
。

に
ぎ
や
か
に

交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー

　
先
月
二
十
二
日
の
夜
、
総
合
セ
ン
タ

ー
で
交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
交
通
安
全
協
会
千
手
支
部
、

錬
嚢
纈
羅
轍

、
灘
嚇
鍵
麟
麟
、
蝋號羅磯、

輪

「ぼけない音頭」です

千
手
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
千
手
小

学
校
P
T
A
、
千
手
老
人
ク
ラ
ブ
が
共

催
で
行
っ
た
も
の
で
、
今
回
が
六
回
目

と
の
こ
と
。

　
交
通
安
全
児
童
作
文
の
発
表
の
後
、

地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
ひ

ろ
う
さ
れ
ま
し
た
が
、
満
場
の
観
客
は

惜
し
み
な
い
拍
手
を
お
く
っ
て
い
ま
し

た
。
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
収
益
金
は
、

交
通
安
全
活
動
の
資
金
に
し
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
の
一
部
は
、
な
か
ま
の
家
へ

届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
な
く
す
よ
う
お
互
い
に

気
を
引
き
締
め
ま
し
ょ
う
。
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
五
百
日
達
成
の
日
は
十
二
月

十
一
日
で
す
。

秋
の
消
防
演
習

　
　
　
上
野
小
グ
一
フ
ン
ド
で

　
川
西
町
消
防
団
の
秋
季
演
習
が
、
先

月
十
八
日
の
午
後
、
上
野
小
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
に
は
五
百
五
十
三
人
の
消
防
団
員

が
い
ま
す
。
そ
れ
に
川
西
分
遣
所
に
は
．

十
五
人
の
人
が
勤
め
て
い
ま
す
。

　
演
習
で
は
、
ポ
ン
プ
操
法
、
分
列
行

進
、
放
水
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
に
あ
る
消
防
自
動
車
十
八
台
が
全

部
が
行
進
に
加
わ
り
ま
し
た
が
、
荘
厳

な
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
後
、
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

泳ぎもゆうゆう『としています

岬
泳
ぐ
宝
石
」
の
品
評
会

　
川
西
町
錦
鯉
組
合
に
よ
る
第
十
五
回

に
し
き
り
ぞ
り
い

錦
鯉
品
評
会
が
、
川
西
中
学
校
の
プ
ー

ル
で
、
先
月
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
も
の
は
、
さ
す
が
に
み
ご

と
な
も
の
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
火
に
接
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。
火
災
予
防
に
い
っ
そ
う

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

制服もそろいました

信
濃
川
で
は
こ
い
つ
り
大
会

　
十
月
十
一
日
晴
れ
、
こ
の
日
は
沖
立

島
の
先
に
あ
る
信
濃
川
の
た
ま
り
で
、

こ
い
つ
り
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
中
魚
沼
漁
業
協
同
組
合
が
開
い
た
も

の
で
、
こ
い
を
二
百
キ
ロ
も
放
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
お
も
し
ろ
い
よ
う
に
引

き
ま
す
。
た
だ
し
、
つ
り
上
げ
る
の
は

た
い
へ
ん
で
し
た
。

つり上げるときはさおを早め

に起こす

“
町
史
こ
ぼ
れ
話
”

希
望
受
け
付
け
中
で
す

　
“
町
史
こ
ぼ
れ
話
”
が
ま
も
な
く
刊

行
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
注
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

な
お
引
き
続
い
て
注
文
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
早
め
に
総

合
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

代
金
は
一
冊
千
円
、
現
金
引
き
換
え
で

配
本
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
町
史
こ
ぼ
れ
話
の
希
望
と
り

ま
と
め
は
、
今
の
と
こ
ろ
嘱
託
員
さ
ん

の
お
手
を
わ
ず
ら
わ
す
こ
と
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
希
望
の
方
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
魯
八
－

二
一
二
〇
八
、
有
線
二
五
八
七
で
す
）

表
札
に
は

　
　
家
族
全
員
の
お
名
前
を

　
表
札
は
、
郵
便
配
達
員
に
と
っ
て
燈

台
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
近
所
に
同
姓
の
家
が
あ
る
場
合
や
お

子
さ
ん
あ
て
の
郵
便
物
な
ど
は
、
配
達

先
が
分
か
ら
ず
、
探
す
の
に
時
間
が
か

か
っ
た
り
、
間
違
っ
て
配
達
さ
れ
る
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

　
家
族
や
同
居
の
方
全
員
の
お
名
前
を

書
い
て
、
表
札
を
掲
出
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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こ
の
社
会

あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る

住宅は生活の

やすらぎの場です

固定資産税（地）

不動産取得税（地）

　自動車は毎日の

生活に密着しています

　物品税（国）

　揮発油税（国）

　地方道路税（国）

　自動車重量税（国）

　自動車税（地）
　自動車取得税（地）ノ

テレビを見るのは

楽しみの1つです

物品税（国）

誠

潔

彰
お父さんは
サラリーマンです

所得税（国）

県民税（地）

町民税（地）

餌）ノ’
「総

畷払

0
　躍翌

諸

「ち．

’ブ
し

」カ
．
審
を
5

⑨
1　0㌔
●　　　　　　　『一b・’　．

　　らポヤ
ー畦殖自・泌　　．φ

》、
　■■

　　G
つ●

1・一

お父さんのお酒や

お母さんの料理には

　酒税（国）
　砂糖消費税（国）

ノ
！
k
・

電気やガスは
毎日使用するものです

電源開発促進税（国）

電気税（地）

ガス税（地）

ら●●

￥・己碗“’μ『’18’

　
私
た
ち
の
社
会
を
よ
り
豊
か
に
、
よ

り
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
税
金
は

い
ろ
い
ろ
な
面
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
社
会
福
祉
、

道
路
や
下
水
道
の
整
備
、
教
育
、
住
宅

対
策
…
…
な
ど
な
ど
。

　
幅
広
い
分
野
で
私
た
ち
の
生
活
の
後

押
し
を
し
て
く
れ
て
い
る
税
金
ー
。

税
金
は
、
私
た
ち
が
安
定
し
た
生
活
を

望
む
と
き
、
社
会
の
一
員
と
し
て
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
会
費
」
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は

「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。
統
一
テ
ー

マ
は
「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き

て
い
る
」
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
生
活
向
上

の
た
め
に
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
、
教
育
費
を
例
に
と
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

小
学
生
一
人
当
た
り

　
　
　
約
41
万
円
の
税
金
で

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
生
き
て
い
る

税
金
。
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
暮

ら
し
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
例
え
ば
教
育
費
。
公
立
学
校
の
生
徒

一
人
当
た
り
税
金
に
よ
る
負
担
額
（
年

間
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
小
学
生
　
　
　
　
　
約
四
十
一
万
円

＊
中
学
生
　
　
　
　
　
　
約
五
十
万
円

＊
高
校
生
（
全
日
制
）
約
五
十
七
万
円

　
こ
れ
を
私
た
ち
が
納
め
る
税
金
（
直

接
税
）
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
ー
。

年
収
三
百
万
円
の
夫
婦
と
子
供
二
人
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
、
一
年
間
に
納

め
る
税
金
は
所
得
税
（
国
税
）
と
住
民

税
（
地
方
税
）
合
わ
せ
て
約
十
二
万
円

で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
が
納
め
る
の
は
、

所
得
税
や
住
民
税
と
い
っ
た
直
接
税
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
間
接
税
も
納

め
て
い
ま
す
。
酒
税
や
物
品
税
、
砂
糖

消
費
税
、
入
場
税
な
ど
が
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
間
接
税
も
、
教
育
費
を
は

じ
め
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
還
元
さ
れ
、

暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
文
字
ど

お
り
、
こ
の
社
会
に
あ
な
た
の
税
が
生

き
て
い
る
の
で
す
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
●

　
青
色
申
告

　
　
決
算
説
明
会
を
開
催

　
十
日
町
税
務
署
で
は
、
次
に
よ
り
青

色
申
告
決
算
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
青

色
申
告
の
方
は
出
席
く
だ
さ
い
。

○
日
時
士
再
四
日
午
前
十
時
と
午

　
　
　
　
後
一
時
三
十
分
か
ら
の
二
回

○
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー
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．
8
3
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昌
．
2
8
3
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3
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．
呂
＝
＝
3
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一
＝
．
3
8
3
2
3
3
●
一
8
号
．
．
．
8
。
。
。
．
。
3
3
2
＝
・
3
＆
＝
一
3
3
6
一
零
＝
3
3
号
3
…
一
一
＝
．
3
一
一
二
＝
3
3
3
塁
2
．
。
3
ム
。
●
●
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3
匙
霊
．
3
3
3
＝
3
3
●
。
呂
雪
．
．
・
・
＆
．
・
●
8
．
3
号
＝
3
3

　
　
豊
か
な
人
間
関
係
を
作
ろ
う

　
　
　
　
　
ー
第
33
回
人
権
週
間

　
今
年
も
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

人
権
週
間
は
、
一
九
四
八
年
（
昭
和
二

十
三
年
）
の
国
連
総
会
で
、
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
十
二
月
十
日
を
記

念
し
て
、
こ
の
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

定
め
、
世
界
各
国
が
人
権
を
尊
重
擁
護

す
る
こ
と
を
誓
い
、
わ
が
国
で
も
十
二

月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
し
て
決
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
期
間
に
は
、
各
人
権
擁
護
機
関

で
人
権
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
人
権
を
擁
護
す
る
機
関

と
し
て
、
わ
が
国
に
は
人
権
擁
護
委
員

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
権
擁
護
委

員
は
、
市
町
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方
で
す
が
、
全
国

の
市
町
村
で
常
に
法
務
局
の
係
員
と
と

も
に
人
権
擁
護
の
た
め
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
川
西
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方

で
す
。

　
須
藤
茂
一
さ
ん
（
仁
田
）

　
高
橋
友
義
さ
ん
（
伊
友
）
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翻

麻しん（はしか）

　　　　　の予防接種

　麻しん（はしか）の予防接種を次

の日程で行います。

　該当する方は受けてください。

◎対象者

・54年6月1日から55年5月15日ま

　での間に生まれた人

・今までに受けなかった3歳までの

　人

・今までに受けなかった3歳から6

　歳までの人で接種を希望する人

◎料金
　1200円（当日徴収いたします）

補
装
具
の
相
談

　
　
　
　
お
受
け
し
ま
す

○
と
き
　
十
一
月
二
十
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
四
時
か
ら
五
時
ま
で

○
と
こ
ろ
　
役
場
に
て

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
あ
る
方
、
手
帳

は
な
い
が
補
装
具
が
必
要
で
、
補
装
具

公民館だより
11月と12月上旬の社会教育日程

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
い
方
は
、
十

九
日
ま
で
に
社
会
課
（
有
線
二
一
三
二
）

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
を
〃
”

　
四
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
十
一

月
十
八
日
の
献
血
が
十
一
月
三
十
日
に

期　　日 学級・行事名 開始時間 会　　　場

11．12（木） 三箇高齢者学級
午後

　2100～
三箇公民館

11．12（木） 上野家庭教育学級 〃
7 ：30～ 上野分館

11．13（金〉 田中家庭教育学級 〃
7 ：30～

田中公民館

11．中・下旬 移動スポーッ教室 〃
7 ：30～

11．15（日）
青年学級・青年団体

バレーボール　会
午前

　9：00～
総合体育館

11．16（月） 橘高齢者学級
午後

　2：00～
橘　分　館

11．17（火》 仙田婦人学級 〃
7 ：30～

中仙田集会所

11．18（水） 中仙田高齢者学級 〃
1 ：30～

中仙田公民館

11．18（水〉 千手婦人学級 〃
7 ：30～

総合センター

11．19（木） 赤岩高齢者学級 〃
1 ；30～
赤谷集落
セ　ン　タ　ー

11．20（金） 橘家庭教育学級 〃
7 ：30～

橘　分　館

11．24（火》 白倉高齢者学級 〃
2 ：00～

臼倉集会所

12．5（土） 橘家庭教育学級
〃
　
：
　
　

～
橘　分　館

麻しん（はしか）予防接種日程表

期　　日 集合時間 会　　場

11月13日 午後2：00まで 克雪セソター

〃　18日 〃　1：00まで 総合セソター

〃　19日 〃　1：30まで 橘出張所

〃　20日 〃　1：30まで 母子セソター

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
冬
を
前
に
し
て
、
血
液
の
い
ち
ば
ん

必
要
な
時
期
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

今
年
最
後
の
ゆ
う
あ
い
号
の
来
町
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
き
　
十
一
月
三
十
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

　
　
　
　
で
（
昼
休
み
中
は
ご
遠
慮
を
）

○
と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ
ー

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
第
二
回
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
婦
人

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
ど
う
ぞ
。

○
日
時
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後

　
　
　
　
四
時
ま
で

○
会
場
　
総
合
体
育
館

○
参
加
資
格
　
川
西
町
民
既
婚
婦
人

○
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

○
締
切
　
十
一
月
十
四
日
正
午
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
る
ペ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬
よ

わ
し
の
　
　
熟
、

　
　
　
　
　
　
自
慢
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
へ
壼
噂

層
鴬
呪
遷
董
の
葛
螺
惚
聯
鐸
舜
岬
属
朔
寧
マ

　
今
年
も
咲
き
そ
ろ
い
ま
し
た

　
　
菊
作
り
は
子
育
て
の
よ
う

　
　
　
　
　
発
電
所
通
り
酉

　
　
　
　
　
藤
巻
啓
作
さ
ん

　
　
藤
巻
さ
ん
が
菊
作
り
を
始
め
た
の

　
は
七
、
八
年
前
か
ら
だ
と
い
う
。

　
　
　
「
初
め
は
人
か
ら
も
ら
い
さ
し
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち

　
を
し
た
の
が
五
、
六
鉢
だ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

　
今
で
は
、
管
物
．
厚
物
が
一
大
掴
み
．

　
厚
走
り
・
小
菊
と
、
懸
崖
以
外
は
ほ

　
と
ん
ど
作
り
、
そ
の
数
も
百
三
十
鉢

　
は
あ
り
ま
す
ヨ
」

　
　
菊
作
り
の
コ
ツ
を
ち
ょ
つ
と
教
え

　
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
「
観
賞
の
終
わ
っ
た
菊
は
、
二
、

　
三
十
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
で
切
り
、
て

　
い
ね
い
に
冬
囲
い
を
す
る
こ
と
で
す
」

　
　
元
か
ら
切
る
と
良
い
芽
は
出
な
い
。

　
　
　
「
さ
し
芽
は
、
砂
に
す
る
が
、
五

　
月
末
か
ら
六
月
十
日
ま
で
く
ら
い
で

　
す
。
二
十
日
く
ら
い
で
根
付
く
の
で
、

　
十
セ
ン
チ
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
小
鉢

　
に
移
す
こ
と
で
す
」

　
　
鉢
が
え
は
三
度
く
ら
い
や
る
が
、

　
本
植
え
は
七
月
末
ご
ろ
と
の
こ
と
。

　
　
　
「
腐
葉
土
作
り
も
た
い
へ
ん
で
す
。

　
ブ
ナ
林
へ
行
き
落
葉
を
拾
っ
て
く
る

　
の
だ
が
、
バ
イ
ク
で
な
ん
ど
も
通
わ

「高原の白泉」「松竹梅」などに囲まれて

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
肥
料
は
油
か
す
が
ほ
と
ん
ど
で
、

そ
れ
を
水
に
溶
か
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
「
菊
作
り
は
子
供
を
育
て
る
の
と

同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
ヨ
」

　
毎
日
水
を
く
れ
た
り
、
葉
の
色
や

虫
な
ど
が
付
か
な
い
よ
う
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
旅
行
に
出
て
も
、
菊
の
こ
と
が

気
に
な
っ
て
…
…
」

　
手
を
か
け
な
け
れ
ば
思
っ
た
よ
う

な
花
は
咲
か
な
い
。

　
植
え
て
か
ら
四
、
五
か
月
で
花
が

咲
き
、
十
一
月
上
旬
か
ら
中
旬
く
ら

い
が
見
ご
ろ
と
な
る
。
で
き
れ
ば
目

の
高
さ
く
ら
い
に
花
を
咲
か
せ
た
い
。

　
「
ど
ん
な
花
が
咲
く
か
心
待
ち
に

し
て
い
る
と
き
が
い
い
で
す
ネ
」

　
「
大
ぜ
い
の
人
か
ら
見
て
も
ら
い

批
評
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

　
こ
れ
か
ら
も
仲
間
ど
う
し
で
研
究

を
重
ね
、
菊
作
り
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
た
。
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出思
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

※
増
田
壮
吉
さ
ん
（
室
島
）
か
ら
二
万

　
円
※
押
木
良
造
さ
ん
（
田
戸
）
か
ら
二
万

　
円
※
木
村
輝
夫
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
五
万

　
円
團
身
障
者
の
た
め
に
と

※
小
川
益
栄
さ
ん
（
岩
瀬
）
か
ら
五
万

　
円
囹
老
人
福
祉
の
た
め
に
と

※
小
林
荘
平
さ
ん
（
東
京
・
豊
島
区
）

　
か
ら
十
万
円

囹
な
か
ま
の
家
建
設
・
運
営
資
金
に
と

※
魚
沼
木
材
協
同
組
合
（
代
表
・
高
橋

　
忠
雄
さ
ん
i
十
日
町
市
）
か
ら
組
合

　
設
立
記
念
と
し
て
三
十
万
円

※
川
西
町
交
通
安
全
協
会
千
手
支
部

　
（
支
部
長
・
平
野
正
義
さ
ん
）
か
ら

　
交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の
収

　
益
金
の
一
部
と
し
て
二
万
円

※
笹
本
柳
石
さ
ん
（
横
浜
市
）
か
ら
県

　
障
害
福
祉
課
を
通
じ
て
五
千
円

囹
広
報
発
行
の
一
助
に
と

※
東
京
．
豊
島
区
に
お
住
い
の
小
林
荘

　
平
さ
ん
か
ら
一
万
円

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

各
施
設
に
善
意

　
川
西
に
い
が
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
今
月
一
日
に
総
合
体
育
館
に
お

い
て
盛
大
な
認
証
状
伝
達
式
を
行
い
、

町
内
の
各
施
設
に
数
々
の
善
意
を
寄
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

・
川
西
高
校
へ
　
五
万
円

・
川
西
中
学
校
ヘ
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
一
個

・
な
か
ま
の
家
へ
　
大
型
ヵ
ラ
ー
テ
レ

ビ
一
台

・
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
五
万
円

・
公
共
施
設
へ
　
公
徳
が
さ
　
二
百
本

邦
謳
冷
顔

　
　
　
　
収
益
金
を
な
か
ま
の
家
へ

　
民
謡
邦
謡
会
（
会
主
・
清
水
邦
謡
さ

ん
）
で
は
、
今
月
一
日
に
社
会
福
祉
チ

ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
を
川
西
中
学
校
体
育

館
で
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
収
益
金
十

万
円
を
な
か
ま
の
家
建
設
・
運
営
の
た

め
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
灯
を
寄
贈

　
　
　
　
－
東
北
電
力
㈱
1

東
北
電
力
株
式
会
社
で
は
、
先
月
行

わ
れ
た
秋
の
サ
ー
ビ
ス
旬
間
の
期
間
中

に
役
場
を
訪
れ
、
防
犯
灯
二
灯
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
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労
働
保
険
に

　
　
　
加
入
し
て
い
ま
す
か

　
　
　
　
十
日
町
職
安
か
ら

　
労
働
保
険
（
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
）

は
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
当
然
適

晴
内
謬

黛超＼
　
　
　
　
1
亀
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
o
l
亀
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
8

用
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
（
農
林
水

産
業
は
除
く
）

　
未
加
入
の
と
こ
ろ
は
早
め
に
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
費
〇
二

五
七
五
ー
七
－
二
四
〇
七
）

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

年
末
融
資
は
い
か
が
で
す
か

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
中
小
企
業
の

事
業
資
金
と
し
て
「
年
末
融
資
」
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
お
早

め
に
。

⇔
融
資
金
額
　
千
八
百
万
円
以
内

⇔
融
資
期
間
　
運
転
資
金
五
年
以
内

　
　
　
　
　
　
設
備
資
金
七
年
以
内

ゆ
返
済
方
法
　
月
賦
払
い

　
詳
し
く
は
、
公
庫
窓
口
ま
た
は
商
工

会
館
の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

．
一
三
一
…
一
一
…
一
一
一
一
3
一
一
一
一
一
一
3
爾
…
一
一
…
一
…
一
一
3
一
。
三
一
…
3
＝
一
一
一
。
一
一
一
＝
q
一
。
一
一
。
。
…
一
…
一
。
一
。
一
一
一
3
一
…
一
一
3
一
一
ξ
一
3
3
。
…
。
。
。
一
一
3
…
。
一
。
一
ξ
。
。
一
3
一
一
…
一
一
3
一
三
一
一
一
一
一
一
三
一
…
一
3
。
一
一
一
…
0
3
臨
一
一
。
一
一
．
3
。
…
…
．
一
一
一
一
一
一
．
ξ
一
一
一
一
一
一
。
ε
ξ
一
一
一
3
一

r校章」

川
西
高
校

川西高校堂々竣工する

校
風
を
築
き
な
が
ら
五
年
間

　
川
西
高
校
で
は
、
先
月
十
五
日
に
校

　
し
ゅ
ん

舎
竣
工
記
念
式
典
を
盛
大
に
行
い
ま
し

た
。
　
昭
和
五
十
二
年
の
四
月
に
新
潟
県
巫

川
西
高
等
学
校
と
し
て
開
校
し
て
か
ら

五
年
を
経
過
し
、
待
望
の
学
校
施
設
が

整
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
開
校
当
時
は
、
仙
田
中
学
校
を
移
築

し
た
校
舎
で
し
た
の
で
、
窮
屈
な
学
校

生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
感
動
も
ひ

と
し
お
で
す
。

　
五
十
三
年
に
は
体
育
館
が
完
成
。
続

い
て
五
十
四
年
に
は
管
理
普
通
教
室
棟

が
完
成
。
そ
し
て
今
年
は
特
別
教
室
棟

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
建
物
だ
け
で

も
八
億
円
余
の
工
事
費
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
建
物
の
つ
ち
音
の
中
か
ら

六
百
二
十
六
人
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て

校歌斉唱「信濃川～」

い
き
ま
し
た
。

教
育
目
標
は
「
自
律
」
「
和
敬
」
「
力

行
」
で
す
。
自
己
に
対
し
て
は
厳
し
く

自
ら
を
律
し
、
真
理
の
探
究
に
励
み
、

他
に
対
し
て
は
和
敬
の
心
を
持
っ
て
接

し
、
健
康
安
全
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、

事
に
当
た
っ
て
は
根
気
強
く
力
行
す
る

人
間
を
育
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
り
っ
ぱ
な
校
風
を
築
き
上
げ
る
た
め
、

精
い
っ
ぱ
い
学
業
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、

い
そ
し
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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贅
血
を
予
防

　
　
　
　
　
し
ま
し
ょ
う

　
貧
血
の
原
因
は
次
の
三
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。

O
出
血
　
外
傷
に
よ
る
出
血
、
出
血

　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
か
い
よ
う

性
の
病
気
（
痔
、
胃
潰
瘍
、
ガ
ン
、

ポ
リ
ー
プ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

口鉄欠

乏
性
貧
血
　
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
く
ず
れ
、
特
に
鉄
分
の
不
足
に

よ
っ
て
起
こ
る
貧
血
な
ど
で
す
。

口
溶
血
性
貧
血
　
栄
養
も
よ
く
と
れ

て
い
る
の
に
貧
血
が
起
き
る
、
血
液

を
つ
く
る
力
は
あ
る
の
に
、
で
き
た

　
　
　
　
血
液
が
弱
く
て
す
ぐ
こ
わ

鰯麗
　
．
踊
鑛

鍵
鞭礪

れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　
普
通
な
ら
血
液
の
寿
命

は
百
二
十
日
と
い
わ
れ
て

い
る
の
に
、
早
い
と
き
は

数
日
で
こ
わ
れ
、
い
く
ら

血
液
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら

れ
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

原
因
は
な
ん
で
あ
っ
て
も
、

貧
血
は
多
く
は
慢
性
に
な

り
、
人
に
よ
っ
て
は
、
生

ま
れ
つ
き
め
ま
い
や
疲
れ

や
す
い
体
質
と
思
っ
て
い

る
人
も
い
ま
す
。

　
一
口
に
貧
血
と
い
っ
て

も
、
こ
の
よ
う
に
原
因
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
た
が

っ
て
治
療
の
方
法
も
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
主
治

「！

》
艶

ゆ
つ究
廿

へ

曽
（

℃

　
●
　
●
　
O

餅
、
、
ン

9
0
9

医
に
相
談
し
て
病
気
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
治
す
こ
と
が
第
一
で
す
。

　
一
般
に
貧
血
と
い
わ
れ
る
も
の
の

多
く
は
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
、
七
、

八
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
貧
血
の
予
防
に
は
、
血
液
の
成
分

の
基
本
に
な
る
た
ん
ぱ
く
質
と
鉄
分

の
不
足
で
す
か
ら
、
食
生
活
に
注
意

す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
健
康
体
の
人
で
あ
れ
ば
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
よ
い
食
事
を
し
て
い
れ

ば
貧
血
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
貧
血
予
防
の
た
め
の
七
か
条

①
た
ん
ぱ
く
質
を
三
度
の
食
事
に
し

　
っ
か
り
と
ろ
う

②
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
、
特
に
緑
黄

　
色
野
菜
を
多
く
と
ろ
う

③
偏
食
や
軽
食
、
簡
単
な
食
事
だ
け

　
で
済
ま
せ
な
い
よ
う
に

④
健
康
度
を
高
め
よ
う
（
過
労
や
睡

　
眠
不
足
を
な
く
し
適
度
な
運
動
を
）

⑤
鉄
分
の
補
給
を
（
レ
バ
ー
な
ど
で
）

⑥
胃
腸
を
じ
ょ
う
ぶ
に
（
ス
ト
レ
ス
、

　
暴
飲
、
暴
食
に
注
意
）

⑦
女
性
は
貧
血
に
気
を
つ
け
よ
う

葛
殿
蓄
薯
き
葛

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
暑
葛
葛
暑
犠
骸
讐
骸
葛

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

遠木星小
田村名林

ヤ正庫榮
イ吉八吉

栄
町

発
電
所
通

仁
田

中
島
町

八八七五
二〇七〇

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

高
橋
俊
博

高
橋
和
也

貴
田
裕
介

高
橋
千
代
恵

山
口
康
太
郎

康文道清勝
司夫雄一美

長二長三長
男女男男男

木坪伊坪田
島　　　中
町山友山町

轟
吊
箋
い
転
一
菱
轡
蜜
郵
客
峯

縫

小
わ
琶

　
　
　
壁
喧

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

◎
大
根
漬
百
本
と
決
め
干
し
に
け
り

　
魚
沼
の
雪
降
り
近
き
森
雨
か
な

　
稲
刈
っ
て
鶏
頭
畦
に
燃
え
立
ち
し

　
草
の
実
を
つ
け
て
近
道
来
た
る
人

　
穂
芒
を
め
ぐ
ら
す
公
衆
電
話
在
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

◎
芭
蕉
忌
や
杣
の
刈
田
に
続
く
雨

　
谷
合
い
の
小
流
れ
つ
．
・
く
野
菊
か
な

　
一
と
谷
を
う
づ
め
つ
く
し
て
秋
あ
か
ね

原
　
　
秀
和
博
光

中
島
雅
哉
勝
志

大
浦
正
美
良
子

長
男
野
　
口

長
男
上
野

二
女
下
平
新
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
懸

（
羅

（
雛

（
繍

黒田生羽上桐木田
暗中越鳥村生村村

洋雄静信友和玲敬
子司子一子博子一
小　十
蓉仁島木元謹室
市田市落町倉県島
力・　　　カ・　　　カ・　　　カ・

り　　り　　ら　　り

悔激鞭鞭鞭敬甜轄轄；・ぢ
　　　　　　　　　　のン
10月の交通事故発生件数彦

　　　　　　　　　“
　　　　　　　累計桑
　　　　　　　　　　ゆ件数1（1）15⑳受
　　　　　　　　　ゆ傷　者1（1）20（39“
　　　　　　　　　り死者0（0）0（2）桑
ヤ　　　　　　　　　　　　　　サ
酒よい0（0）　2（3）？
　　　　　　　　　り酒気おび0（4〉17（⑳ま
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（）内は前年比較　　ぎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しリ　ヤヨロヨび膿轄輯受鞭殺鞭嘉1尋・雲う駕亨

・
・
》
“
・
“
・
・
“
・
“
・
“
・
の
・
“
・
“
・
の
・
ウ
ウ
“
・
ウ
ウ
亨
禽
“
“
．
禽
の
ゐ

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

心
配
ご
と
相
談

　
〈
訂
正
〉

　
前
号
の
「
う
ぶ
声
」
の
欄
で
、
江
口

真
名
歩
ち
ゃ
ん
が
久
三
夫
さ
ん
の
二
女

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
男
の
誤
り

杖
運
ぶ
我
が
影
長
し
稲
架
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

◎
穂
芒
の
線
路
一
筋
秋
晴
る
・

黄
昏
や
裾
ま
で
続
く
蕎
麦
の
花

心
地
よ
く
吹
か
れ
て
稲
架
の
良
く
乾
く

空
稲
架
と
な
り
し
日
向
の
籾
を
干
す

　
　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

秋
刀
魚
焼
く
煙
く
す
ぶ
る
秋
の
暮

　
大
根
と
り
褒
め
し
大
根
貰
い
け
り

　
亡
き
母
の
自
慢
の
一
つ
菊
膳

　
初
霜
や
娘
の
呉
れ
し
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
紅
葉

　
稲
架
裾
に
莚
ひ
ろ
げ
て
野
の
昼
餉

　
か
さ
こ
そ
と
日
を
抱
く
稲
架
乾
き
を
り

　
八
海
に
雲
の
か
か
れ
る
裾
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
購
（
．

●
”
月
侶
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
”
月
2
5
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
陀
月
2
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
佗
月
9
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

そ
れ
ぞ
れ
の
向
き
を
違
え
て
稲
架
の
数

か
さ
こ
そ
と
乾
き
し
音
や
稲
架
日
向

《
評
》
「
大
根
漬
百
本
と
決
め
干
し
に
け
り
」

干
大
根
の
句
で
あ
る
が
今
年
は
百
本
と
し
よ

う
と
い
う
心
づ
も
り
が
大
根
を
干
す
家
庭
の

情
況
を
表
わ
し
て
い
る
。
数
字
を
入
れ
る
こ

と
は
仲
々
む
ず
か
し
い
の
で
あ
る
が
こ
こ
で

は
百
本
と
決
め
と
言
っ
た
心
が
よ
い
の
で
あ

る
。
　
「
芭
蕉
忌
や
杣
の
刈
田
に
続
く
雨
」
芭

蕉
忌
は
陰
暦
十
月
十
二
日
で
あ
る
か
ら
今
で

は
十
一
月
で
あ
る
。
恰
も
時
雨
の
頃
で
あ
る

の
で
時
雨
忌
と
も
い
う
。
稲
と
い
う
よ
り
刈

田
の
雨
が
芭
蕉
忌
の
心
を
誘
う
だ
ろ
う
。

「
穂
芒
の
線
路
一
筋
秋
晴
る
・
」
一
直
線
に
続

く
線
路
の
周
囲
は
只
穂
芒
の
波
で
あ
る
。
線

路
一
筋
が
良
い
。
秋
晴
れ
が
生
き
て
く
る
。


